
中国が作る世界情勢
• 中国の戦略はグローバルで⾻太
• ⽬まぐるしく変わる中国の動向は継続ウオッチが必須
• 中国の社会変化や政府動向は、リアルに体感することが重要で
企業交流を通じてこれらを感じ知ることができる

⽇中企業連携会議
• 知財議論を通じた⽇中企業の相互理解、相互発展を⽬的に
2005年『⽇中企業連携・知財フォーラム』として上海で始まる

• 中国企業や政府系団体＊と20年に亘る友好関係に基づく連携会議
＊中国専利保護協会（PPAC）、上海市知識産権局/知識産権服務中⼼、広東省知識産権局/知識産権研究会（GDIPS）

• 中国企業と知財戦略を直接話し合える重要なプラットフォーム
• 中国の知財動向を通じて世界の知財情勢の⼀端が⾒える
• 互学互習の精神で始まり、現在では経験と課題を共有

知財を巡る中国事情
• ⾻太の経済政策／知財政策への官⺠⼀体となった取組
 『知識産権強国建設綱要』『⼀帯⼀路』『中国製造2025』『インターネット＋』
 スタートアップ／ユニコーン／成⻑企業が急増、世界シェア上位企業も

• 経済成⻑GDPに呼応する右肩上がりの中国特許出願
• 知的財産訴訟も急増

2023年度は連携20周年を記念した知財フォーラムを開催予定
PPACとの連携︓2024年3⽉22⽇（⾦）＠北京
GDIPSとの連携︓2024年4⽉12⽇（⾦）＠東京



2023年度WGメンバー
常務理事 ︓⼩松製作所 ⼭⼝博明
リーダー ︓サントリーホールディングス・JIPA顧問 ⽵本⼀志
サブリーダー ︓パナソニック オペレーショナルエクセレンス 佐藤晴彦
メンバー ︓⼭⽥養蜂場本社、古野電気、東レ、キヤノン、⽇産化学、本⽥技研⼯業

ブリヂストン、ソディック、三菱ケミカル、東芝

オンラインワークショップ（実務者レベルの意⾒交換形式）

⽇中企業連携知財フォーラム（部⾨⻑レベルの講演形式）

2022年度の活動

中国専利保護協会（PPAC）との連携
 開催⽇︓2023年２⽉24⽇（オンライン）
 テーマ︓「イノベーションを起こす知財の役割」

広東省知識産権研究会（GDIPS）との連携︓4年ぶりのリアル開催
 開催⽇・場所︓2023年3⽉28⽇（⽕）広州⻩埔区中新知識城会展中⼼
 テーマ︓テーマ1（午前）「環境と知財」・テーマ2（午後）「企業経営と知財」

＜2024年度も幅広い業種からのご参加をお待ちしております＞


